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Ⅰ 緒 

われわれほ前報（13）において調査した池折の大部分は酸性反応がか額り弓糾、ので，客土材料として麦間にこれを客入  

するさいには，池野による麦の酸性害をひき起さぬように注志する必要があること及び腐植合・置と全置換軋塩基鼻の供  

係（14）より池潔服塩基に不飽和の状態にあることを推定した・これに関連し小林（5）は中・四国地方の河川の水質につ  

いて香川県下の仝河川と愛媛県の・－・部の河川ほ硫酸舎監が著しく多く，これは硫化物を含有する和泉砂岩の山地から流  

下する河川に硫酸根が多いためと．考えているが本研究の対照とした溜地中紅もこ．れに関連するものが含まれている 

又′J＼林等・くりほ佐賀，福岡県下のクリークの泥土ほ周化されると強酸性になるものが多く．これを毎年多量水田に客入  

すると．水稲が枯死するはど土壌は強酸性に．なることを認め，三好（10）は川底吹上げ土壌をincubateした結果畑状態に  

するとpHほ急激に低下し酸性化する字と∴を認めている・さらに池溺と類似の水成条件をもつ海岸の干拓地土壌に関し  

てEDELMAN（1）ほオランダの土壌についての紹介で海岸の海成沖積土干拓地中catclay（KatteKlei）と云われるも  

ほFeS2に．富みこれが排水乾燥によって遊離の硫酸を生じ強酸性を星する土塊となるが，これが広く分布して－この地帯  

の土壌改長上重要な課題を提供していることを報じ，小林（7）ほ茨堺県下の湖沼干拓地にほ・多量の硫化鉄を含むものが  

あって，干拓で酸化して硫酸となり甚しいものほ全酸度241～396， 

に氏（8）ほ島根県波根減干拓地の土壌についても同様の尊実を認め，木村（4）も琵琶湖干拓地土壌を分析しSOよ盈の  

食品比較的多いことを見出しLているt 叉SuGAWARA等（12）ほ川，湖，海よりの派土を分析して多量の硫酸塩，硫化  

物．遊離の硫黄な見出し，′KdYAMA等（9）は池ケ淵織の確庶土紀多盈の硫酸墟を含むこと恕述べている．韓国の干拓  

地に関して野瀬（ユ1）はその苗代土壌から硫酸還元菌とその随伴菌を分離し．これらの作用で干拓地の水稲儲が腐敗をお  

こ∵すこと．を報じ，内山（16）ほ特殊酸性型塩蜘水田土が朝鮮半島南端海岸沿いに分布し，湛水に．より生成した硫化物が落  

水後酸化作用で硫酸となりついにほ極端な強酸性土壌になることをのべている 又米田等（2〇）ほ岡山県児島湾干拓地土  

壌についてFeS2を含む試料∵を一度湛水放置後incubateするとFeS2の酸化で土壌は強酸性となり，煉状態だけな  

駁する場合にほFeS2は減少するが土壌の酸性化ほ著しくなく又強酸性化した試料を湛水すると依然強酸性を呈する場  

合があることな報告し，さらに岡山，徳島両県より採取した試料の分析結果より土壌の酸性化に対してはFeS2が主要  

な役割を演じていることを認めている（19）・このはか菅野（3）ほクリ十クの涯土につき 入沢等（2）は波根潮干拓地土  

壌について同様の事実を認めているが，本研究対照の池沢に関してもこれらに僕達性が深いと考えられるから本報にお  

いては既報の試料（13）について塩基飽和皮及び水溶性硫酸遣を掛定した一 尚分析には細川隆雄君の協力を得たことな感  

謝する次第である 

Ⅱ．実 験 方 法  

（1）塩基飽和度の測定   

次にのぺる水溶性硫酸走盈用供試液を調製した後の残物を試料として吉田（22〉の提唱する ScbollenbeI・geI酪酸アン  

モン改良法濫準じ陽イオン置換容鼠を測定し，浸出液よりWIllIAMS法（1‘7）に．より全置換性塩基最を定鼠しこれより  

塩基飽和於を求めたなお予備実験の結果上記水溶性硫酸定毘用供試液を調製した残物試料と無処理の試料の陽イオン  

置換巻謎放置軟性埴基監を比較走塁し乾土1COg当り01mg当毘程度の差異しかみられなかったので実験操作の簡易   
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化上，上記の方法に．従った・   

（2）水溶性硫酸の走塁   

5gの鳳乾試料をScl101lenb寧Ⅰ■ge‡法のガラス円筒につめ約240mlの蒸潜水を滴下して試料を浸出し，この浸出液を  

250ml定容とした。このうら1COmlを供試してEDTAを用いる硫酸板の容量分析法（15〉に準じて水溶性硫酸を定見  

した．  

Ⅱ 実 験 結 果   

陽イオン置換容監，全置換低塩基愚の測定盛衰ならびに．これらより得た塩基飽和度を第1表に掲げる．  

第1表 地泥の陽イオン置換容量，全置換性塩基畠及び塩基飽和度  

試料＝No一 
語警景盲墓整数聖篭舶飽和度！！試料No  置禦畳l蓋藍換璧  塙基飽和度   

第l表より陽イオン置換容量は最高2817emg当鼠，最低12・91mg当畳，平均21・49mg当監で，全置換性塩基盟は  

最高ユ2．40mg当量，毅低1・4加g当量，平均5・25mg当盟で，これらより求めた塩基飽和度ほ最高 フ6・17％，最低  

5．52％，平均29．66％で供試池沢搾一般に置換低塩基に乏しいものが多いことがわかる．   

次に水溶性硫酸を定鼠した結果ほ第2表に示すどとぐである 

第2表 地派の水溶性硫酸盈  

第2衷より水溶性硫酸塁ほ最高0∪564％，最低0‖032％，平均0・23フ％の偲を示した 

Ⅳ 考  察   

上記第1表の特異から全置換性塩基量を3・Cmg当監以下，3・1～50，511～10・－0，101mg当鼠以上の4区分にし，   
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第2表にかかげた水溶性硫酸盈を0，05％以下，0－051〈一0．100，0い10コ～0・・2（〕0，0・訟1～0リ300，一0．301～0．400，0い401～  

0．500，0．50ユ％以上の7区分に．して同・・・・－い試料でこの区分に該督する点数を示せば第3表のごとぐである 

第3表 地泥の全置換性塩基昆と水溶性硫酸屈   

欝3表より全置換性塩基崖30mg当量以下ではフ0％までが04％以上のSO4を含むものに属し，3．1～5．Omg当量  

の場合にほ80％が0り4％以下のSO4を含むものでありさらに．全置換性塩基藍の多い51～10．Omg当鼠の場合はSO4は  

0い3％以下を示し，全置換性塩基星が少いはど水溶性硫酸を多く含む傾向がある．   

次に塩基飽和度と水溶性硫酸鼠との関係を求めて－みると第4衷に示すどとくである．  

第4表 地派の塩基飽和歴と水溶性硫酸畏  

第4表からみると第3衣でのぺたと同様に．塩基飽和度の低い池派ほ水溶性硫酸盈が低い傾向がみうけられる 

尚既報の全酸度（18）と本報の水溶性硫酸鼠との由係を示せば第5表のごとくである．  

第5表 地派の全酸度と水溶性硫酸量  

＼－－＼ 金一攣遅い0・1＞110・ト2叫20・ト30・Ol3。・1－40・Ol4。・ト弧Ol5。・1＜   

欝5表から全酸度10～20の池泥の水溶性硫酸認ほ03％以下であり，全酸度20～40になるとSOiの％ほ0．1～0い5で  

さらに酸度の高い40～50では○い5％以上のSO4を含む試料が4点あり全酸度とSO4問には密接な関係があることがわ  

かるしたがって前報（13〉で認めたように池泥ほ酸性反応がかなり強いがその原因の一つとして水溶性硫酸をかなり多  

く含むことをあげることができる 

横井（18）ほ琵琶湖湖底泥を客土材料として水田に客入する場合採取後ただちに施用せず，ある期間堆積して硫化物の  

酸化後施用することが好ましいことを認め，小林β）もクリ」－クの泥土を水稲に利用するさい袋作紅は石灰の兼用が必   
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要であると説いていろ・ 

30，000kg／haのCaCO8の施用を要するとのぺており，米田等（21）は児島湾干拓地内紅分布する河川・クリークの河鹿  

泥土を圃場濫客入利射するさい本折土は畑状態に放露すると強酸性に転じ可溶性硫酸塩がいちじるしく増加するゆえ客  

土にあたってほ充分風化させて硫化鉄を硫酸塩に変化させこ．れを降■雨によって洗除した後利用する必要があるとのぺて  

いるが，香川県において他派を客入する場合ほ冬期池水の減少時採土してこれを池畔の堤堀紅拡げて風乾したものを麦  

の唖間に運んで客入する習慣であるので麦に対する酸性害を防止する上から考えて客入予定圃場へはあらかじめ石灰殊  

に水に．速やかに溶解して流失するおそれの少い炭カル等を施用するはか，酸性肥料の施用を避けて石灰窒素，トー・マス  

りん肥，熔りん，焼りん，草木灰，珪カル等塩基顆を含む肥料を出来るだけ用いることが好ましいと考える巾 尚以上の  

池派に含まれる硫酸の由来に関してほ今後考究を要することである 

Ⅴ 摘  要  

前報把つづき他派の陽イオン置換容亀，全置換性塩基最を走塁しこれより塩基飽和度を求め，又水溶性硫酸藍を定量  

し次の結果を得た・   

ユー試料39点の瘍イオン置換容墜は最高28・7emg当塵，最低12・91mg当最，平均2149mg当豊で，全置換性塩  

基罷は最高12．40mg当鼠，最低1．4フmg当鼠，平均5・25mg当鼠でこれらより求めた塩基飽和度ほ最高フ6・1フ％，  

最低5、52％，平均2966％で吸収塩基に乏し 

2 水溶性硫酸塩ほ．最高0・－564％，最低0032％，平均0ト234％であり，一・般に水溶性硫酸崖の多い他泥ほ全置換性  

塩基少く，塩基飽和度も低い傾向がある 

3 水溶性硫酸員と既報の全酸度との間に．ほ密接な関係があり他派の酸性反応がかなり強い原因の一イつとして水溶性  

硫酸鼠を多く含むことをあげること．ができる  
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R畠s u m′畠  

Pursuing the former studies we have determinedthe degree of saturation andtheamountofthewater  

SOl11ble sulfates of thepond mudwith fo1lowing res111ts：  

（1）Themg equivalentsofthecatione叫angecapacityper100g？Vendriedpond mudrangedfrom  

12l9ユto28l78andm甲nWaS2l・49andthoseofthetotalexchangeablebasesr？ngedfromlA7to12”40and  

meanwas5・25・Percentageof thedegreeof saturation calculated fr9mupperdescribeddata ranged from  

5．52to76．17 and mean was29．66．   

（2）The amoumt Of the water soluble sulfates ranged fromO，032％to O．564％and mean was O．234％．   
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